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話の内容

1. 廃炉作業

• 中長期ロードマップ

• 核燃料取出し・燃料デブリ取出し

• 福島第一の廃炉廃棄物の行方は？

2. 汚染水の海洋放出問題

• なぜ、どのように

• 漁業への影響

• 危険性



福島第一原発での爆発状況

放出放射能量＞900ペタベクレル

12日
15時36分

14日
11時01分

15日
6時14分



廃炉への中長期ロードマップ

全号機からの燃料取り出し
完了

燃料デブリ取出し
完了

2011年ロー
ドマップ

中長期ロードマップ5訂（2019年12月）
「復興と廃炉の両立」が大原則。廃止措置終了までの期間「30〜40年」は堅持



最難関：燃料デブリの取り出し

• 2号機から少量取り出し：22年中に実施計画

– 取り出しアーム（英国製）が21年7月に到着予定

– 燃料デブリの状態の把握

ほとんどできていない

• 耐放射線調査機器の開発中

（特にIC基板、レンズ）



４０年廃炉、ホントにできる？

• 廃止措置終了の状態は曖昧

• ４０年廃炉は達成できない

– 燃料デブリの状態が把握できない（装置開発中）

– 取出し方法も今後の検討

• 福島県の願い⇒放射線のない更地

– 石棺をめぐる対立（2016年7月）

• 廃炉作業の新たな「戦略プラン」で石棺に言及、地元猛

反発⇒文言取り消し

– 結果、おくれるのはいいが、遅らせる計画はダメ？



増え続ける放射性廃棄物

ガレキ 307,400 ㎥
伐採木 134,400 ㎥
保護衣 31,100 ㎥

セシウム吸着装置使用済ベッセル
2021.3.22



放射性廃棄物の県外持ち出しは可能か

「国際標準から見た廃棄物管理」（原子力学会2020年7月）

通常炉の
10倍

最終的に福島第一のサイトをどうするのかの議論が必要



汚染水の海洋放出問題

4月１３日に海洋放出方針を閣議決定

その後、理解活動強化は

本末転倒



なぜ汚染水が発生するのか

• 経産省の３つの理由

– 地下水が建屋内に入り込む

– 雨水が建屋内に入り込む

– （循環冷却を継続している）

• 地下水の遮断ができない＝凍土遮水壁の失敗

– 東電救済のための遮水凍土壁だった

• 実用化されていない技術に対する国の支援を活用



敷地はある！廃炉計画の見直し必要



現在のトリチウム保有量

セシウムなど他の核種による汚染

• タンク貯蔵量 126.5万㎥（タンク１,０６１基）

• タンクトリチウム量
780兆ベクレル
（21年6月17日現在）

• 71％が処理途上水

– ２次処理で基準以下
にできるか？

• 建屋他に
1,490兆ベクレル３H

– 他の核種も大量



どのように処理・放出するか

• トリチウム：希釈１５００ベクレル/リットル

• 放出上限：２２兆ベクレル/年

• （５００立方メートル/日）

• 事前の放出量発表は消えた

完了ま
で30年
以上



海洋放出に反対の声

• 全漁連、福島県漁連

– 宮城県漁連、茨城県漁連

• 県漁連、県農協連、県林業連、生活協同組合

– 共同声明発表

• 県内２１自治体が反対もしくは慎重を議会決議

• 市民運動（ストップ福島海洋放出連絡協議会設立）

– http://www.stop-1f-kaiyohoshutsu.com/

• 国際的な反対の声（NNAFやGPなどの国際署名）

– 韓国、中国など

約束文書

関係者の理解なしにい
かなる処分も行なわない

経産省ー全漁連
経産省ー福島県漁連
東京電力−福島県漁連



放出理由vs.反論
政府の理由 市民の反論

貯蔵能力の不足＋タンク増設
の場所が限られている

敷地内や隣接地など増設を可
能とする敷地がある

福島第一原発の廃炉は

３０〜４０年で実施しなければな
らない

現実的な廃止措置計画に見直
すべき

海洋放出は現実的で安価な方
法

補償を考えると安いとはいえな
い。貯蔵継続とモルタル固化で
放出回避

放出しても被ばく影響は極めて
少ない

海洋環境の放射能汚染
被ばく影響は無視できない



海洋放出は安全でない

⚫薄まるから安全という考えでは環境を守れない

✓放出は30年以上にわたって続く

⚫政府評価（極めて低い被ばく線量）の間違い

✓放射性物質の寿命は長い（トリチウム、セシウムなどなど）

✓均質に薄まるとは限らない

✓海で一部が有機結合型トリチウム（OBT）となる

⇒体内に長く留まる⇒食物連鎖を通して濃縮される可能
性

✓ピンポイント被ばく

✓もしかしたら、タンク内で有機トリチウムに？

✓タンク内には炭素がある、バクテリアもいる
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